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第３期岩国市中心市街地活性化基本計画 

 

山口県岩国市 

 

令和７年４月から令和１２年３月まで（５年） 

 

 

１ 中心市街地の活性化に関する基本的な方針 

[１] 岩国市の概況 

本市は、山口県東部に位置し、広島県、島根県の両県に隣接しています。市域は中国山地や清流錦

川、瀬戸内海など、豊かで美しい自然に恵まれており、沿岸部は穏やかな瀬戸内海に面しています。

2006（平成１８）年に１市６町１村（岩国市、由宇町、玖珂町、本郷村、周東町、錦町、美川町、美和町）

の市町村合併により広大な市域を有しており、総面積は８７３.６７㎢に及び、山口県全体の約

14.3％を占めています。 

本市の中心地域は、鉄道・バス等の公共交通機関の結節点であるＪＲ岩国駅が位置し、岩国市本庁

舎をはじめとした行政機能や商業・業務機能等、本市の中心的な役割を果たす都市機能が集積して

いるエリアになります。沿岸部には、化学、繊維、パルプなどの基礎素材型工業が集積し、瀬戸内海

における臨海工業地帯の一翼を形成するとともに、山陽自動車道玖珂インターチェンジ周辺におい

ては、交通の利便性を活かした内陸型の工業団地が形成されています。また、山間部や内陸部にお

いては農業や林業が、沿岸部や主要河川流域においては農業や漁業が営まれています。 

本市の観光地においては、2023(令和５)年には年間約２５０万人の観光客が訪れており、中で

も名勝「錦帯橋」や岩国城周辺が観光の中心地となっています。その他にも、とことこトレイン、美川

ムーバレー、弥栄湖、らかん高原、潮風公園みなとオアシスゆう、丸太村など、多くの魅力的な観光資

源を有しています。 

 

臨海部に位置する岩国錦帯橋空港は、2012（平成２４）年１２月に開港した軍民共用空港で、民間

航空機による東京（羽田）線が定期便として就航しており、201６（平成２８）年３月には沖縄（那覇）

線の運航が開始されました。利用者数については、2023（令和５）年１１月には４００万人を達成す

るなど、開港以来、堅調な搭乗率を保っているとともに、東京へのアクセスが飛躍的に向上したこと

もあり、観光やビジネス利用が増加した結果、地域経済に大きな効果をもたらしています。 

基本計画の名称 

作 成 主 体 

計 画 期 間 
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岩国錦帯橋空港が共同使用する岩国飛行場は、日米共同使用の基地であり、本市においては、基

地との共存を掲げ、「英語があふれるまち いわくに」をキャッチフレーズに、英語教育や国際交流の

推進に取り組んでいます。 

 

 

出典：「第３次岩国市総合計画」より引用 
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[２] 中心市街地の概要 

①中心市街地の成り立ちと変遷 

本市の中心地域は、瀬戸内海に面する沿岸部の工業地帯に隣接して

おり、北側には岩国港、南側には米国海兵隊基地及び海上自衛隊、岩国

錦帯橋空港が位置しています。 

まちの原型は、関ヶ原の戦い後、歴代岩国藩主による干拓事業により

形成されたもので、明治維新を迎えるころには河口一帯に１５㎢に及ぶ

干拓地をつくり上げました。 

１８９７（明治３０）年には、岩国駅が山陽鉄道（現ＪＲ山陽線）における

鉄道駅の一つとして開業し、その後、１９３４（昭和９）年には岩徳線開通

により、その起点駅としての機能も持つこととなり、多くの人を送り出

し、迎える駅となりました。また、当駅が国道２号や国道１８８号上を運

行するバス等の公共交通機関の結節点となったこともあり、駅前の商店

街（本通・中通り・中央通り）が地域経済の中心となる中心市街地として

発展してきました。 

行政拠点としては市役所本庁舎をはじめ、国の出先機関や山口県岩

国総合庁舎などが集まるとともに、１９８０年頃までは、旅館やホテル、

フードサービスなどが立地するなど、成長傾向にありました。 

しかし、道路等のインフラ整備が進み、車社会が進展してくると、自家

用車で利用しやすいロードサイド店舗が徐々に進出していきました。郊

外エリアへの店舗進出が進むと、中心市街地の商店街は徐々に活力を

失い、後継者不足という問題からも空き店舗の増加がみられています。 

 

 

 

②中心市街地活性化の取組 

このような背景から、岩国市では、旧中心市街地活性化法に基づき、2001（平成１３）年から市民

と行政、ＴＭＯ※（岩国商工会議所）などが協力してまちづくりに取り組んできました。 

※ＴＭＯ（Town Management Organization）とは、中心市街地における商業まちづくりをマネジメン

ト（運営・管理）する機関をいう。 

2007（平成１９）年には、中心市街地の活性化に関する法律に基づき、認定基本計画の策定や計

画の実施に必要な事項等についての協議を行うため、商業関係者、企業関係者、交通事業者、地域

住民及び岩国市を構成員とする「岩国市中心市街地活性化協議会」を組織し、中心市街地を活性化

し、にぎわいある都市拠点の形成を図るために協議検討を重ねてきました。 

2014（平成２６）年には、「県東部の中核都市にふさわしい『多くの人が集まり、楽しく暮らせるに

ぎわいのあるまちづくり』」を基本テーマに掲げた「岩国市中心市街地活性化基本計画」（以下「第１

期計画」という。）を策定し、内閣府の認定を受けて岩国駅周辺整備事業による橋上駅舎・東西自由

通路・駅前広場等の整備や岩国市民会館リニューアル・耐震化事業等を行い、交通結節機能の強化

や地区内施設の利用促進等を進めてきました。 

岩国錦帯橋空港 

岩国市本庁舎 

商店街 

ＪＲ岩国駅 
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これらの取組においては、官民が一体となって計画の基本方針に沿った事業の推進により、一定

の成果をあげましたが、中心市街地を活性化するには、長期的な視点に立った継続的な取組が必要

であることから、2020（令和２）年２月には、「みんなが考え、みんなで進める、みんなに優しいまち

づくり」を基本テーマに掲げた「第２期岩国市中心市街地活性化基本計画」（以下「第２期計画」とい

う。）を策定し、事業を推進してきました。 

また、2020（令和２）年３月には、中心市街地の活性化に資する会社である㈱街づくり岩国が中

心となって「岩国駅周辺地区グランドデザイン」※を策定し、この方針を受けて街づくりの活動のシン

ボル（拠点）としての「岩国くらす」※を立ち上げ、岩国くらすのコンセプトに基づいたエリアマネジメ

ントや地域ブランディングを進めています。 

第２期計画期間においても計画に基づく一定の事業成果をあげてきましたが、2020（令和２）年

１月以降、新型コロナウイルス感染症が社会経済に与えた影響が大きく、中心市街地の事業所数や

歩行者等通行量などは減少、その後、回復傾向にあるものの、これまでの取組成果がまち全体のに

ぎわいへと広がっていない状況にあります。今後は、これまでの活性化の方向性を踏まえ、より多様

な主体によるまちづくりへの取組が必要といえます。 

 

 

 

 

※「岩国駅周辺地区グランドデザイン」…みんなの共通の目標となる未来像を描き、実現に向けた具体的な

仕組みづくりを示すために㈱街づくり岩国とまちの関係者によって、策定。 

※「岩国くらす」…グランドデザインの中に描かれた「街の未来像」の実現に向けて展開する枠組み。今ある

様々なイベントの連携やまちの担い手育成などの新しい取組を行うなど、まちのにぎわいを増幅させるた

めの新しいムーブメントを起こすもの。 

第１期計画 第２期計画 岩国駅周辺地区グランドデザイン 岩国くらす 
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 【第２期岩国市中心市街地活性化基本計画における計画区域】 
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[３] 地域の現状に関する統計的なデータの把握・分析 

（１）人口動態に関する状況 

①人口・世帯数の推移 

本市の人口は、2023（令和５）年度（基準日：１月１日）で 126,794 人であり、直近５年間で

６.3％減少しています。また、中心市街地※内では概ね横ばいの傾向にあるものの、直近５年間で

2.0％減少しています。 

※第２期計画における計画区域を指します（以降１[５]まで同様）。 

年代別には、市全体の高齢化率 36.3％に対して中心市街地内は 24.9％と低く、市全体に比べ

て生産年齢人口の割合が高く、高齢化の進行も緩やかな傾向にあります。 

世帯数は、市全体では微減していますが、中心市街地内ではマンション供給などにより、横ばいの

傾向にあります。 

 

【岩国市全域】 

【中心市街地内】 

出典：住民基本台帳（基準日：１月１日）  
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②中心市街地の人口動態 

中心市街地の自然増減は、出生数・死亡数ともに大きな変化はなく横ばいで推移しています。

2018（平成３０）年度に出生数が増加したことにより一時自然増加に転じましたが、前後の期間は

常に死亡数が出生数を上回っており、自然減少が続いています。 

社会増減は、2018（平成３０）年度までは転入者数が転出者数を上回り社会増加傾向にありまし

たが、その後減少し、2020（令和２）～2022（令和４）年度に社会減少が続いた後、居住面等の利

便性の高さから共同住宅の建設が相次いだことにより、2023（令和５）年度は社会増加に転じてい

ます。 

 

【中心市街地内の自然増減】 

 

【中心市街地内の社会増減】 

出典：住民基本台帳（基準日：１月１日）  
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③人口集中の状況 

市全体の人口に占める中心市街地内の人口割合は微増傾向にあり、市全体の人口が減少傾向に

ある中でも、中心市街地の人口は保たれています。 

 

年度 
2014 

(H26) 

2015 

(H27) 

2016 

(H28) 

2017 

(H29) 

2018 

(H30) 

2019 

(R1) 

2020 

(R2) 

2021 

(R3) 

2022 

(R4) 

2023 

(R5) 

市全体の人口

に占める中心

市街地内の人

口割合(%) 

3.2 3.2 3.2 3.3 3.4 3.5 3.6 3.5 3.6 3.6 

中心市街地内

の人口密度

(人/ha) 

56.8 56.9 56.8 57.4 59.0 59.7 59.4 58.4 58.8 57.8 

 

 

町丁目別には、人口密度は昭和町一丁目が最も高く、次いで麻里布町六丁目、元町二丁目、麻里

布町四丁目の順になっています。 

 

【人口密度（2023（R5）年度）】 

出典：住民基本台帳（基準日：１月１日） 
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（２）経済活力に関する状況 

①事業所数・従業員数の状況 

中心市街地では飲食サービス業の割合が市内全体に比べて高く、新型コロナウイルス感染症の影

響を大きく受け、事業者数は 2016（平成 28）年～2021（令和３）年の 5 年間で 22.9％減少し、

市全体の 10.8％を大きく上回っています。 

従業員数についても、事業所数の減少に伴い、市全域では 2.5%増加している中で、中心市街地

では 5.2％減少しています。 

 

【事業所数・従業員数（総数）】 

 

【事業所数】     【従業員数】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※公務を除く。 

※中心市街地の集計対象は、中心市街地を含む町丁目としているため、一部区域外の範囲を含みます。 

出典：総務省・経済産業省「平成２８年度、令和３年度経済センサス-活動調査結果」 
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業種別の事業所数・従業員数をみると、「卸売業，小売業」の割合が最も高くなっています。 

中心市街地の事業所数は、市全域に比べて「宿泊業，飲食サービス業」の割合が高くなっています。

従業員数も同様に、「宿泊業，飲食サービス業」の割合が高いほか、「サービス業（他に分類されない

もの）」及び「公務（他に分類されるものを除く）」の割合が高くなっています。 

 

【業種別事業所数（2021（R３）年）】 

 

【中心市街地の業種別事業所数】 

 

 

中心市街地 岩国市 中心市街地 岩国市

卸売業，小売業 224 1,271 23.4 23.3 17.6%

宿泊業，飲食サービス業 153 472 16.0 8.7 32.4%

生活関連サービス業，娯楽業 102 458 10.7 8.4 22.3%

医療，福祉 77 570 8.1 10.5 13.5%

学術研究，専門・技術サービス業 70 216 7.3 4.0 32.4%

不動産業，物品賃貸業 64 239 6.7 4.4 26.8%

サービス業（他に分類されないもの） 60 495 6.3 9.1 12.1%

建設業 55 696 5.8 12.8 7.9%

金融業，保険業 48 108 5.0 2.0 44.4%

教育，学習支援業 40 232 4.2 4.3 17.2%

公務（他に分類されるものを除く） 14 103 1.5 1.9 13.6%

その他 49 592 5.1 10.9 8.3%

合計 956 5,452 100.0 100.0 17.5%

市全体に占

める割合
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【業種別従業員数（2021（R３）年）】 

 

【中心市街地の業種別従業員数】 

 

出典：総務省・経済産業省「令和３年度経済センサス-活動調査結果」 
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②岩国駅周辺商店街通り区域の事業所数の状況 

中心市街地のうち、主な商店街通りに接した街区である「岩国駅周辺商店街通り区域」（約１３ha）

における事業所の立地状況については、「にぎわいを創出する業種」として、小売業、飲食サービス・

宿泊業、生活関連サービス・娯楽業の事業所数を計測しています。 

事業所数の合計は、2016（平成２８）年度の２３９店舗をピークに減少傾向にあり、新型コロナウ

イルス感染症の影響により2021（令和３）年度には２０３店舗まで減少したものの、以降は回復傾向

にあります。業種別には、小売業が減少傾向、飲食サービス・宿泊業が増加傾向にあります。 

また、区域内の集積状況や店舗の連続性は、商店街ごとに偏りがみられます。 

 

【岩国駅周辺商店街通り区域の事業所数】 

出典：商工振興課 

【分布図】 
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店舗の開閉店状況を見ると、閉店店舗数は、2021(令和３)年度を除き、毎年１０～１５店舗の間

で推移している一方で、開店店舗数は、2021(令和３)年度以降、毎年１５店舗以上と、順調に件数

を伸ばし、2023（令和５）年度には、21 店舗が開店しています。 

 

【岩国駅周辺商店街通り区域の店舗開閉店数】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

出典：商工振興課 

 

③本通商店街・中通り商店街・中央通り商店街の空き店舗の状況 

商店街の空き店舗率は、2014（平成２６）年度以降、一時改善傾向がみられましたが、2020（令

和２）年度以降、新型コロナウイルス感染症の影響を受けて増加し、以降は横ばい傾向にあります。 

また、空き店舗数と営業店舗数を合わせた総店舗数は減少傾向にあり、出店可能な物件自体が減

少しています。 

 

【商店街の空き店舗の状況】 
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商店街別に見ると、本通商店街では 2021（令和３）年度に新型コロナウイルス感染症の影響を受

けて空き店舗率が増加し、現在は回復傾向にあります。 

中通り商店街は、空き店舗率は減少していますが、営業店舗数は横ばいで、賃貸可能な空き店舗

自体が減少しています。 

中央通り商店街は、営業店舗数の減少に伴い、空き店舗率が増加傾向にあり、2023（令和５）年

度には 20％を超えています。 

 

【本通商店街】 

 

【中通り商店街】 

 

【中央通り商店街】  
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④大規模小売店舗の状況 

 中心市街地内には、店舗面積が 1,000 ㎡以上を超える大規模小売店舗が４店舗あります。そのうち

の 1 店舗は床面積が 10,000 ㎡を超える大規模集客施設となっています。 

 

【大規模小売店舗の位置】 

出典：都市計画基礎調査（令和４年度）をもとに編集 
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⑤岩国駅周辺商店街通り区域における建物の老朽化の状況 

岩国駅周辺商店街通り区域（約１３ha）にある建築物は、老朽化が進んだものが多く、特に木造建

築物は、耐用年数を大幅に超えたものが多くなっています。 

その他の構造についても、鉄骨造の約９割、鉄筋コンクリート造の約６割が耐用年数を超えていま

す。 

 

【構造別建物棟数】 

構造 木造 鉄骨造 
鉄骨鉄筋 RC 造 

鉄筋 RC 造 
その他 不明 合計 

棟数 97 96 46 1 34 274 

 

【構造別・耐用年数別建物割合】 

出典：都市計画基礎調査（令和４年度） 
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（３）交通の状況 

①鉄道 

市内の鉄道は、都市間移動を担うＪＲ山陽新幹線の駅として新岩国駅が存在し、広島方面２１便／

日、新山口方面２１便／日を運行しています。 

また、沿岸部の岩国地域、由宇地域をＪＲ山陽本線(広島方面５７便／日、徳山方面２８.５便／日)

が、内陸部の玖珂地域、周東地域をＪＲ岩徳線(１２便／日)が運行しています。山間部の美川地域、錦

地域は錦川清流線(１０便／日)が運行しています。（便数はいずれも上下平均） 

乗車人数は、市の玄関口であるＪＲ岩国駅が市内で最も多く、2015(平成２７)年度から

2017(平成２９)年度にかけて約６千人／日の利用がありましたが、2020（令和２）年度以降、新型

コロナウイルス感染症の影響により 2021(令和３)年度には約４,３００人／日に落ち込みました。そ

の後は、徐々に経済活動が正常化してきたことにより、回復傾向にあります。 

 

【鉄道乗車人数】 

 
 

出典：山口県統計年鑑、錦川鉄道(株)  
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【交通ネットワーク】 
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②バス 

バス路線は、いわくにバスが岩国地域を中心に運行し、防長交通が岩国駅から玖珂・周東を経由

して徳山駅までの路線を運行しています。 

いわくにバスの利用者数はゆるやかに減少傾向にありましたが、2020（令和２）年度は新型コロ

ナウイルス感染症の影響を受けて大きく減少しました。その後、徐々に経済活動が正常化してきたこ

とにより、回復傾向にあります。岩国駅の乗降客数も同様の増減傾向となっています。 

高速バス利用者はコロナ禍前までは増加傾向にあり、2020（令和２）年度に大きく減少、以降は

回復傾向にあります。 

 

【いわくにバス利用者数】 

出典：いわくにバス(株) 
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岩国駅乗車 1,332 1,142 1,136 1,080 1,071 837 624 593 661 769

岩国駅降車 1,219 1,056 1,006 1,002 953 825 595 516 622 686
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③航空機 

2012（平成２４）年１２月１３日、岩国錦帯橋空港が米軍岩国基地との軍民共用空港として開港し、

現在は羽田空港(１日５往復)及び那覇空港(１日１往復)への定期便が運航しています。 

旅客数は、開港以来、全体の搭乗率で６～７割程度と堅調に推移してきており、2020（令和２）年

度には新型コロナウイルス感染症の影響を受け、利用者数・搭乗率ともに大幅に減少したものの、そ

の後、徐々に経済活動が正常化してきたことにより、コロナ禍前の水準まで回復してきました。 

岩国錦帯橋空港と岩国駅東口との間には、いわくにバスによって航空便に合わせた岩国錦帯橋

空港アクセスバスが運行され、片道およそ７分で結ばれています。アクセスバスの利用者数は年間約

７万人程度で、旅客数の約１５％が利用しています。2020（令和２）年度には航空便の減便・旅客数

の減少に伴い、運航回数・利用者数ともに大幅に減少しましたが、旅客数の増加とともに回復してい

ます。 

 

【岩国錦帯橋空港旅客数】 

 

※2016（平成２８）年３月より、羽田線１便増便、沖縄・那覇線新規就航。 

  出典：山口県ホームページ（交通政策課）  
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【岩国錦帯橋空港アクセスバス利用者数】 

※2020（令和２）・2021（令和３）年度は、コロナ禍による運休などがあり１日当たりの便数不明。 

 

※2020（令和２）年度～2021（令和３）年度は新型コロナウイルス感染症拡大の影響による運休あり。 

 

出典：いわくにバス(株) 
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④駐車場 

自家用車で中心市街地を訪れる来街者の利便性を向上させるためのシステムとして、㈱街づくり

岩国では、2009（平成２１）年１２月から共通駐車サービス券事業「岩国まちなかパーキング」を実施

しています。 

現在は２１箇所（917 台分）のまちなかパーキングが稼働しています。 

共通駐車券の利用枚数は、2019（令和元）年度まで増加傾向にあり、2020（令和２）年度は新型

コロナウイルス感染症の影響を受けて大きく減少し、以降は横ばいの傾向にあります。2023（令和

５）年度の共通駐車券の利用枚数は 53,855 枚で、１日当たり約１５０枚分が利用されています。 

 

【岩国まちなかパーキング】        2024（令和６）年８月現在 

No. 施設名 台数 No. 施設名 台数 

① 岩国駅西口第１送迎用駐車場 8 台 ⑫ グリーンパーク麻里布 15 台 

② 岩国駅西口第２送迎用駐車場 11 台 ⑬ 三井のリパーク岩国麻里布３丁目第２ 8 台 

③ ダイアンガレージ 27 台 ⑭ アットパーク麻里布町３丁目 18 台 

④ 岩国駅前中通り駐車場 50 台 ⑮ リタイヤメントタウン・西京銀行駐車場 32 台 

⑤ 岩国国際パーキング 56 台 ⑯ 豊駐車場パーキングクリエイト岩国 50 台 

⑥ M-３パーク麻里布 12 台 ⑰ 岩国市営麻里布駐車場 164 台 

⑦ 岩国シティビューホテル駐車場 22 台 ⑱ 丸石駐車場 34 台 

⑧ アースパーキング麻里布３丁目 17 台 ⑲ M-６パーク 20 台 

⑨ 岩国駅前パーキング 23 台 ⑳ まりふパーク 33 台 

⑩ 穴吹パーク麻里布２丁目 342 9 台 ㉑ 岩国市営三笠橋駐車場 275 台 

⑪ 岩国駅南パーキング 33 台    

出典：（株）街づくり岩国 

【駐車場の分布図】 
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【共通駐車券の利用枚数】 

出典：（株）街づくり岩国 
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⑤歩行者等通行量 

歩行者等通行量は、調査を行っている 14 地点合計で、平日 14,000～15,000 人、休日

12,000～13,000 人程度で推移していましたが、2019(令和元)年度以降、新型コロナウイルス

感染症の影響により徐々に減少し、2021(令和３)年度には平日 9,123 人、休日 7,529 人と大き

く減少しています。その後、イベントの再開や経済活動の正常化に伴い、2023（令和５）年度では平

日 11,175 人、休日 11,044 人と回復傾向にあります。 

調査地点毎の歩行者等通行量は、調査地点Ｂが最も多く、2023(令和５)年度調査の歩行者等通

行量は、平日 2,275 人、休日 2,471 人となっています。次いで、調査地点Ｈ、A、F の順に通行量

が多く、駅前広場や本通商店街、中通り商店街の入り口付近の通行量が多くなっています。 

 

【調査地点別通行量】               ※毎年、平日・休日各１日（午前１０時～午後７時）に調査 

（平日）                                                        （人） 

 

（休日）                                                        （人） 

出典：商工振興課  
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地点

2014

(H26)

2015

(H27)

2016

(H28)

2017

(H29)

2018
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2020

(R2)
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(R4)

2023

(R5)

A 1,490 1,224 1,111 1,077 1,487 1,433 793 629 962 1,014

B 3,009 3,013 2,868 2,904 3,283 3,059 2,318 1,603 2,566 2,471

C 577 702 680 559 638 687 431 400 395 497

D 182 279 272 213 277 224 212 201 123 230

E 656 1,037 591 890 856 820 832 600 707 592

F 1,763 1,753 1,559 1,511 1,516 1,484 996 551 966 1,022

G 478 584 419 604 649 617 614 362 544 561

H 1,633 1,900 1,825 1,756 1,856 1,780 1,487 1,231 1,377 1,507

I 337 703 483 587 661 635 583 478 641 585

J 933 843 848 812 842 845 604 398 682 755

K 209 178 97 122 167 122 259 116 100 209

L 318 459 328 462 414 460 519 276 437 387

M 337 429 398 951 544 772 498 382 448 582

N 335 330 472 590 633 269 444 302 870 632

合計 12,257 13,434 11,951 13,038 13,823 13,207 10,590 7,529 10,818 11,044
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A 1,404 1,124 937 1,049 1,385 1,565 843 1,069 998 1,033

B 2,822 3,410 2,953 3,248 3,164 2,891 2,537 1,874 2,373 2,275

C 695 769 751 740 734 716 465 362 482 466

D 204 178 343 380 352 339 229 126 123 238

E 745 956 900 986 1,034 946 671 475 715 603

F 1,656 1,590 1,529 1,597 1,405 1,275 1,067 613 886 914

G 837 679 660 620 665 627 502 432 489 568

H 1,920 2,301 2,327 2,236 2,211 1,688 1,334 1,525 1,437 1,427

I 792 1,048 1,057 919 1,017 859 809 688 865 769

J 1,202 996 1,013 986 1,005 929 689 394 556 726

K 221 222 235 147 344 237 182 123 128 273

L 276 445 483 410 554 426 410 322 336 356

M 448 517 740 1,227 877 894 758 622 665 719

N 561 689 667 601 614 268 619 498 685 808

合計 13,783 14,924 14,595 15,146 15,361 13,660 11,115 9,123 10,738 11,175
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【調査地点】 

 

【通行量】 

出典：商工振興課 
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【商店街の通行量】（左：平日、右：休日） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【時間帯別の通行量】（2023（令和５）年度）（左：平日、右：休日） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

出典：商工振興課 
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（４）都市機能関係 

①土地利用の状況 

ＪＲ岩国駅周辺は、商業地域が指定されており、東小学校・東中学校の周辺には近隣商業地域が、

麻里布小学校周辺には第一種住居地域が指定されています。 

 

出典：国土数値情報 
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②都市機能の立地状況 

中心市街地には、公共交通の結節点となるＪＲ岩国駅を中心として、市役所本庁舎や山口県岩国

総合庁舎などの行政施設、岩国市民文化会館や山口県民文化ホールシンフォニア岩国などの文教厚

生施設が立地するなど、本市の主要な高次都市機能が集積しています。 

ＪＲ岩国駅の西側は、３つの商店街沿いを中心に商業施設・業務施設が集積し、東側は東小・中学

校が立地し、周辺には住宅が多く立地しています。 

ＪＲ岩国駅周辺では、2020（令和２）年７月にバリアフリー化、東西自由通路、駅前広場等の整備

等による岩国駅周辺整備事業が完了し、利便性と快適性の向上が図られました。 

ＪＲ岩国駅東口では、2022（令和４）年３月に岩国駅東口元町地区優良建築物等整備事業が完了

し、共同住宅が建設された他、英語交流センター（PLAT ABC）が整備され、英語の学びや国際交流

の場となっています。 

ＪＲ岩国駅西口では、岩国駅前南地区第一種市街地再開発事業が進んでおり、2024（令和６）年７

月に事業計画認可を受け商業・業務施設や公益施設、共同住宅が整備される計画となっています。 

また、市役所本庁舎の隣接地では、山口県による県東部地域における産業振興拠点施設「（仮称）

東部地域産業振興センター」が整備される計画となっています。 

この他、ＪＲ岩国駅周辺では民間事業者による共同住宅の建設が進んでおり、完了事業や進行中

の再開発事業と併せて、高次都市機能の集積やまちなか居住に資する住宅の供給が進んでいます。 

 

【都市機能の立地状況】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

❶ 岩国市役所 ❻ 岩国市東供用会館 ⓫ 山口県岩国総合庁舎 ⓰ 英語交流センター(PLAT ABC) 

❷ 岩国市民文化会館 ❼ 岩国市働く婦人の家 ⓬ シンフォニア岩国 ● 保育園・幼稚園 

❸ 岩国市科学センター ❽ 岩国市立東小学校 ⓭ 岩国税務署 ● 金融機関 

❹ 岩国市福祉会館 ❾ 岩国市立東中学校 ⓮ 岩国しごと交流・創業スペースClass Biz. ■ 街区公園 

❺ 麻里布自治会館 ❿ 岩国警察署 ⓯ いわくにワークスペース Class Labo   

出典：都市計画基礎調査（令和４年度）  
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③中心市街地における土地価格 

商業地の地価動向は、場所によって異なる傾向を示しており、最高地点である地点５では 2014

（平成２６）年以降緩やかな下落傾向にある一方、地点３，４が含まれる岩国駅東側では 2018（平成

30）年以降やや上昇傾向にあります。 

 

【商業地の地価の推移（円/㎡）】 

出典：国土交通省地価公示（基準日：１月１日）、山口県地価調査（基準日：７月１日） 

  

60,000

80,000

100,000

120,000

140,000

160,000

180,000

2014

(H26)

2015

(H27)

2016

(H28)

2017

(H29)

2018

(H30)

2019

(R1)

2020

(R2)

2021

(R3)

2022

(R4)

2023

(R5)

2024

(R6)

1-1 1-2 2 3 4 5 6

（円/㎡）

調査地点
2014

(H26)

2015

(H27)

2016

(H28)

2017

(H29)

2018

(H30)

2019

(R1)

2020

(R2)

2021

(R3)

2022

(R4)

2023

(R5)

2024

(R6)

地価公示 1-1 130,000 127,000 125,000 123,000 123,000 123,000 - - - - -

1-2 - - - - - - 110,000 110,000 110,000 110,000 110,000

2 - - 93,700 93,700 93,700 93,700 93,700 93,500 93,500 93,500 93,600

3 84,700 83,800 83,800 83,800 84,200 84,400 84,600 84,800 85,200 85,600 86,300

4 - - 78,000 78,000 78,800 79,300 80,000 80,400 81,200 82,300 83,500

山口県 5 160,000 157,000 154,000 152,000 152,000 152,000 151,000 150,000 149,000 148,000 147,000

地価調査 6 89,200 87,400 86,100 85,100 84,800 84,800 84,800 84,800 84,800 84,800 85,000
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【地価調査地点と相続路線価（2023（R5）年）】 
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（５）参考資料 

①観光入込客数 

岩国市の観光スポットや施設、祭りや花見などに訪れる観光客数は、2019（令和元）年は３,２２４

千人でしたが、2020（令和２）年以降は新型コロナウイルス感染症の影響を受けて大きく減少しま

した。その後、徐々に経済活動が正常化してきたことにより、回復傾向にあります。 

錦帯橋への入橋者数においても、例年６０万人程度で推移してきましたが、2020（令和２）年に

減少に転じ、その後、2022（令和４）年以降は、回復傾向にあります。 

外国人観光客は、コロナ禍の影響を除くと年々増加しており、2023（令和５）年には観光客全体

の２.９％を占めています。 

 

【岩国市の観光客数、錦帯橋入橋者数】 

出典：山口県の宿泊者及び観光客の動向、岩国市観光客動態調査報告書 

 

【岩国市の外国人観光客数】 

出典：山口県の宿泊者及び観光客の動向 
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[４] 地域住民のニーズ等の把握・分析 

（１）岩国市民満足度調査 

【調査概要】 

本市では、市の施策や事業に関する市民の満足度・重要度の調査、集計及び分析を行うために毎

年度実施している調査のなかで、中心市街地の活性化に関する設問を設け、満足度及び重要度の把

握を行っています。 

 

調査地域 岩国市全域 

調査対象 岩国市に住民登録がある満１８歳以上の市民から無作為抽出した 3,000 人 

調査時期 毎年度１回実施 

調査方法 郵送配布・郵送回収及びインターネット回答 

サンプル数 令和５年度 1,097 人（うち、１０歳代０.７％、２０歳代５.３％、３０歳代７.４％、 

４０歳代１４.６％、５０歳代１５.６％、６０歳代１９.５％、７０歳代２６.４％、８０歳以

上６.０％） 

 

【調査結果】 

・中心市街地の活性化への取り組みについては、「満足している」「やや満足」が２割以下となり、

「重要である」「やや重要」は６割以上あるものの、低下傾向にあります。 
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・令和５年度調査において、今後重点的な取組が必要と思われる項目を抽出するためにニーズ得

点を求めたところ、「観光・産業・労働」分野では「地域経済の活性化」のニーズ得点が最も高く、

「中心市街地の活性化」が続いています。 

 

順位 項目 ニーズ得点 

１ 地域経済の活性化 3.355 

２ 中心市街地の活性化 2.890 

３ 観光の振興 2.444 

４ 岩国の魅力発信 2.440 

５ 農林水産業の振興 2.378 

６ 空港・港湾の活用 2.262 

 

※ニーズ得点は、次の式により算出される回答者ごとの得点の全体平均です。満足度が低く、重

要度が高いほど高得点となることから得点の高い項目ほど、その施策実施に対する住民ニーズ

が相対的に高いと考えることができます。 

 

ニーズ得点＝各項目の【重要度（加重平均）】×（3－【満足度（加重平均）】） 
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（２）市民向けアンケート（岩国市立地適正化計画より抜粋） 

【調査概要】 

岩国市立地適正化計画（2020（令和２）年３月策定）の検討に際し、市民の居住実態及び日常生

活内での都市機能の利用実態、集約型都市づくりの実現に向けた理解度や賛成度などについて把

握するためにアンケート調査を実施しました。 

 

調査地域 岩国市全域 

調査対象 岩国市に住民登録がある満１８歳以上の市民から無作為抽出した 5,000 人 

調査時期 2017（平成２９）年１１月 

調査方法 郵送配布・郵送回収 

サンプル数 1,762 人（うち、１０～２０歳代１７.０％、３０歳代１７.１％、４０歳代１６.１％、 

５０歳代１０.５％、６０歳代１７.５％、７０歳代以上 21.8％） 

 

【調査結果】 

①各種施設の主な利用場所 

・施設の主な利用場所として、「大型ショッピングセンター、デパート」や「博物館・美術館」、「映画

館・文化会館」については『広島市内』が、「病院（総合病院）」については『岩国市内』が最も多くな

っています。その他の施設については『居住地域内』が最も多くなっています。 
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②住まいから歩いて行ける距離に必要な施設（３つまで選択可） 

・日常生活において、居住場所から歩いて行ける距離（概ね８００m、１５分以内）に必要だと思う施

設としては、「食料品や日用品店舗、スーパー、コンビニ」とする人が最も多く、次いで「病院（総合

病院）・医院・診療所」、「郵便局や金融機関」の順となっています。 
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③快適な日常生活を送れる環境を実現するために重要だと思うこと（２つまで選択可） 

・快適な日常生活を送れる環境を実現するために重要だと思う環境としては、｢商店等の生活に便

利な施設に歩いて行ける、日常生活が便利な環境」が34.7％で最も多く、次いで「鉄道やバス等

の公共交通機関での移動が便利な環境」、「様々な商業施設や病院、公共施設等が集積する賑や

かな環境」の順となっています。 

 

 

 

  

28.1 

34.7 

14.9 
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道路環境が整った、車利用が便利な環境

公共交通機関での移動が便利な環境

幼稚園や学校等が近くに充実している環境

医療、福祉施設等が近くに充実している環境

田畑が家の周囲に広がるのどかな環境

自然に恵まれた環境

地域のコミュニティが充実した環境

防災対策が整っている環境

わからない

その他
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10.9%

50.2％

8.4%

4.1%

14.1%

4.3%

6.5%

1.5%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60%

通勤、通学

買い物、外食など

官公庁、金融機関など

医療機関、福祉施設

公共交通機関の利用（電車など）

岩国祭などのイベント、催し物

その他

無回答

10.4%

11.6%

26.0%

30.1%

20.7%

1.2%

0% 10% 20% 30% 40%

ほぼ毎日

週に２、３回程度

月１、２回程度

年に数回程度

ほどんど訪れない

無回答

（３）市民向けアンケート（岩国駅周辺 にぎわい創出施設導入機能アンケートより抜粋） 

【調査概要】 

岩国駅前南地区において、民間で建設が計画されている再開発ビルの中に、図書館機能を核とし

た「にぎわい創出施設」の整備を検討するにあたり、市民意向を把握するためにアンケート調査を実

施しました。 

 

調査地域 岩国市全域 

調査対象 無作為に抽出した市民１,５００人 

調査時期 2021（令和３）年２月 

調査方法 郵送配布・郵送回収 

サンプル数 ６７０人（うち、１０歳代１４.９％、２０歳代１１.５％、３０歳代１５.７％、 

４０歳代１６.３％、５０歳代 1９.０％、６０歳以上２２.２％） 

 

【調査結果】 

①岩国駅周辺を訪れる頻度 

・約２割が週２、３回以上訪れており、約２割はほとんど訪れないと回答しています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

②岩国駅周辺を訪れる目的（１つのみ回答） 

・主な来街目的は「買い物、外食など」が約５割を占め、次いで「公共交通機関の利用（電車など）」、

「通勤、通学」、「官公庁、金融機関など」の順になっています。 
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5.6%

12.7%

0.9%

61.1%

0.6%

8.5%

8.5%

1.2%

0.9%

0% 20% 40% 60% 80%

バス

鉄道

タクシー

自家用車

バイク

自転車

徒歩

その他

無回答

③岩国駅周辺を訪れる移動手段（１つのみ回答） 

・岩国駅周辺までの主な移動手段は、「自家用車」が約６割を占め、次いで「鉄道」、「自転車」及び

「徒歩」、「バス」の順となっています。 
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④図書館機能を核とした「にぎわい創出施設」に期待する機能（５つまで回答） 

・岩国駅前南地区の再開発ビルに整備を検討している図書館機能を核とした「にぎわい創出施設」

にどのような機能やサービスがあれば利用したいと思いますかという設問については、「音楽や

映像の鑑賞ができる」や「軽飲食をしながら読書ができる」などの回答が多くなっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

その他の自由記述では、「カフェ等の飲食店の併設」や「駐車場」についての記述が多く挙げられました。 

 

  

57.5%

54.2%

20.0%

2.8%

43.9%

29.6%

12.1%

34.8%

23.4%

9.9%

19.7%

26.3%

11.6%

22.7%

15.4%

27.0%

7.6%

30.1%

11.9%

2.5%

0% 20% 40% 60% 80%

音楽や映像の鑑賞ができる

軽飲食をしながら読書ができる

学校の宿題や自習ができる

本の読み聞かせができる

本や雑誌が購入できる

静かにリラックスして本を読むことができる

子育てに関する支援を受けることができる

運動ができる

セルフ機器による図書などの予約受け取りや貸出・

返却ができる

施設内で自由に使えるタブレットなどの端末を貸し

出してくれるサービスがある

パソコンやスマートフォンから電子図書の閲覧や

貸出・返却ができる

子どもを遊ばせることができる

楽器の演奏などの音楽活動ができる

イベントや会議、サークル活動などができる

健康相談などの健康増進サービスを受けることが

できる

高齢者や障がい者に対するサポートが充実している

ソーシャルメディア（YouTubeやTwitterなど）を利用

した情報発信のサポートが受けられる

次世代高速通信（５Ｇなど）によるVR（仮想現実）や

AR（拡張現実）などを活用したバーチャル体験がで

きる

その他

無回答
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（４）中心市街地内事業者へのアンケート 

【調査概要】 

中心市街地の活性化に向けた取組内容を検討するにあたり、中心市街地に店舗を構える事業者

の考えやまちづくり活動への参加意向等を把握するためにアンケート調査を実施しました。 

 

調査地域 中心市街地 

調査対象 中心市街地に店舗を構える事業者（昼間の営業店舗のうち、にぎわいの指標と

なる業種を中心に実施） 

調査時期 2024（令和６）年１０月～11 月 

調査方法 面接法 

サンプル数 ８４店舗（岩国駅周辺商店街区域：５８店舗、それ以外の区域：２６店舗） 

 

【調査結果】 

①事業を行う環境としての岩国駅周辺の現状について 

・「あまり満足していない」が約３５％と最も多く、「満足していない」と合わせて約６２％を占めて

います。一方、「満足している」・「やや満足している」の合計は約３７％となっています。 

・満足している理由については、「公共交通の利便性が高い」が 74％と最も多く、他の選択肢の回

答は１割程度となっています。 

・満足していない理由については、「人通りが少ない」が約８５％と最も多く、次いで「周辺に空き

店舗が多い」(約７３％)、「学生や若者が少ない」(約４２％)、「イベントが少ない」(約３３％)の順

となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

満足している, 

13.1%

やや満足

している, 

23.8%

あまり満足していない, 

34.5%

満足していない, 

27.4%

無回答, 1.2%

岩国駅周辺の現状に満足しているか

74.2

16.1

12.9

9.7

12.9

公共交通の利便性が高い

店舗や様々な施設が集積している

ターゲット層が多く訪れる

魅力的なイベントが行われている

その他

0％ 50％ 100％

満足している理由（複数回答）

84.6

73.1

42.3

32.7

19.2

人通りが少ない

周辺に空き店舗が多い

学生や若者が少ない

イベントが少ない

その他

0％ 50％ 100％

満足していない理由（複数回答）
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②岩国駅周辺で事業を続けていく上で困っていることや心配事など 

・「人通りが少ない」が約７４％と最も多く、次いで「建物・店舗の老朽化」(約３９％)、「店舗経営や

事業の継続が不安」(約３０％)の順となっています。 

 

（その他の回答） 

・景気が悪く、物価が上がり、贅沢品を買えない。仕入れも高い。 (小売業) 

・固定客のみで、新規の客の集客が見込めない。 (小売業) 

・ターゲット層(３０代、４０代)が少ない。 (小売業) 

・家賃が高い。(飲食サービス業) 

・ランチできるところが少なすぎる。 (小売業) 

・大型バスの駐車場が必要。 (宿泊業) 

・街路樹の掃除が大変。 (小売業) 

・外にテラス席を設置するスペースが欲しい。 (飲食サービス業) 

・一人でしているので、体調を崩せない。 (小売業) 

・通りに年配の人しか通らない。 (生活関連サービス業) 

 

  

73.8

38.8

30.0

20.0

15.0

12.5

10.0

17.5

10.0

人通りが少ない

建物・店舗の老朽化

店舗経営や事業の継続が不安

店舗の内装や改装

後継者の目途が立たない

広告宣伝や情報の発信

商店街の組合費が高い

その他

特に困っていることはない

0％ 20％ 40％ 60％ 80％ 100％
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③岩国駅周辺の昼間のにぎわいを生むために必要だと思う取組 

・「空き店舗の活用」が約５７％と最も多く、次いで「駅前広場（旧イズミ前）の活用」(約４２％)、「学

生や若者の集客」(約３８％)、「滞在型施設の充実（娯楽業、飲食業、集える場所など）」(約３７％)

の順となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

④関心のあるまちづくり活動 

・「商店街や駅前広場、公園等でのイベント」が約52％と最も多く、次いで「広場や歩道などの空間

を活用したにぎわい創出」(約３８％)、「清掃・美化活動」(約３０％)の順となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

⑤まちづくり活動への参加意向 

・「できるだけ参加したい」が約５４％と最も多く、次いで「時間的に参加は不可能」が(約２６％)を

占めています。 

 

 

 

 

 

 

主体的に参加したい, 

6.0%

できるだけ参加したい, 

53.6%

あまり参加したく

ない, 4.8%

時間的に参加は

不可能, 26.2%

無回答, 9.5%

まちづくり活動への参加意向

56.6

42.1

38.2

36.8

31.6

30.3

26.3

23.7

21.1

19.7

17.1

6.6

空き店舗の活用

駅前広場（旧イズミ前）の活用

学生や若者の集客

滞在型施設の充実（娯楽業、飲食業、集える場所など）

イベントの充実

外国人が訪れやすい環境づくり

個店の魅力アップ

新たな企業誘致など働く場の創出

地域情報の発信

商店街組合や事業者同士の連携強化

エリアのブランディング

その他

0％ 20％ 40％ 60％

52.1 

38.4 

30.1 

19.2 

17.8 

16.4 

11.0 

商店街や駅前広場、公園等でのイベント

広場や歩道などの空間を活用したにぎわい創出

清掃・美化活動

他の事業者との交流活動や勉強会

街並みや建物デザインなどのルールづくり

防災・防犯活動（夜間の見回りなど）

その他

0％ 20％ 40％ 60％
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（５）外国人来街者へのアンケート 

【調査概要】 

中心市街地の活性化に向けた取組内容を検討するにあたり、中心市街地に来街する外国人の特

性や意向等を把握するためにアンケート調査を実施しました。 

 

調査地域 中心市街地 

調査対象 中心市街地内の店舗・施設利用者（外国人） 

調査時期 2024（令和６）年９月～11 月 

調査方法 施設利用時に協力依頼、インターネット上で回答 

サンプル数 国内在住者５０人（うち、１０歳代０％、２０歳代２５.９％、３０歳代２９.３％、４０歳

代１５.５％、５０歳代１０.３％、６０歳代１.７％、７０歳以上３.４％、国籍はアメリカ

合衆国が６９.０％） 

 

【調査結果】 

①岩国駅周辺を訪れる頻度 

・「週２～３回以上」が約４８％と最も多く、回答者の約８割は週１回以上訪れると回答しています。 

 

②岩国駅周辺への移動手段 

・岩国駅周辺までの主な移動手段は、「自家用車」が約７割を占め、次いで「徒歩」、「タクシー」、「自

転車」の順となっています。 

  

自家用車, 

72.0%

徒歩, 

16.0%

タクシー, 8.0%
自転車, 4.0%

ほぼ毎日, 

18.0%

週に２～３回, 

48.0%

週に１回, 

16.0%

２週間に１回, 

12.0%

月に１回, 4.0% ほとんど行かない, 2.0%



[
４

]
 地

域
住

民
の

ニ
ー

ズ
等

の
把

握
・

分
析

 

１ 

 

   45 

③岩国駅周辺の滞在時間 

・「１～２時間程度」（３８％）が最も多く、次いで「２～４時間程度」(２８％)、「１時間以内」(１４％)、

「半日以上」(１０％)の順となっています。 

 

④日常的に利用する施設（複数回答） 

・飲食店（夜間及び昼間）の利用が最も多く、その他の飲食店も回答者の５割以上が利用する施設

となっています。 

・小売業では、コンビニエンスストアが最も多く、次いでスーパーマーケット、家電量販店、ドラッグ

ストアの順になっています。 

  

84.0

78.0

72.0

58.0

50.0

46.0

30.0

28.0

20.0

20.0

16.0

10.0

10.0

4.0

4.0

2.0

4.0

飲食店（夜間）

飲食店（昼間）

コンビニエンスストア

カフェ

バー、クラブ

スーパーマーケット

家電量販店

ドラッグストア

カラオケ

公園

美容院

ネイルサロン

アパレルショップ

エステ

PLAT ABC

特にない

その他

0％ 20％ 40％ 60％ 80％ 100％

１時間以内, 

14.0%

１～２時間程度, 

38.0%

２～４時間程度, 

28.0%

４～６時間程度, 

10.0%

半日以上, 10.0%
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⑤店舗・施設情報の入手手段（複数回答） 

・「Google map」が９０％と最も多く、次いで「口コミ(友人からの紹介など)」が６４％となってい

ます。 

 

⑥利用する店舗を選択するポイント（複数回答） 

・「クレジットカード/デビットカードが使える」(７６％)、「メニューなどに多言語表示がされている」

(7２％)、「インターネット上に多言語表示で情報がある」(6２％)の回答が５割を超えています。 

 

  

76.0

72.0

62.0

40.0

20.0

20.0

10.0

クレジットカード／デビットカードが使える

メニューなどに多言語表示がされている

インターネット上に多言語表示で情報がある

スタッフと言葉が通じる

（飲食店の場合）自国の食文化に近いメニューがある

フリーWi-Fiが使える

その他

0％ 20％ 40％ 60％ 80％ 100％

90.0

64.0

38.0

34.0

16.0

8.0

6.0

4.0

2.0

6.0

Googlemap

口コミ（友人からの紹介など）

facebook

Instagram

その他インターネット

チラシ

X（旧Twitter）

基地内オリエンテーション

Threads

その他

0％ 20％ 40％ 60％ 80％ 100％
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⑦岩国駅周辺を利用する際に困ること（複数回答） 

・「特にない」が４２％と最も多くなっています。 

・困ることについては、「まちなかにごみ箱が少ない」(２８％)が最も多く、次いで「店舗や施設に多

言語表示がない、スタッフと言葉が通じない」及び「キャッスレス決済ができない」(１６％)、「どの

ような施設やサービスがあるかわからない(情報がない)」(１４％)の順になっています。 

 

⑧岩国駅周辺のイメージ 

・「安心・安全」の評価が最も高く、次いで「人が親切」、「歩いて楽しい」、「魅力的な飲食店がある」

の順となっています。 

・「楽しいイベントがある」については、「思わない」側の評価（１・２）が「思う」側の評価（４・５）を上

回っています。 

 

 

42.0

28.0

16.0

16.0

14.0

10.0

6.0

0.0

特にない

まちなかにごみ箱が少ない

店舗や施設に多言語表示がない、スタッフと言葉が通じない

キャッスレス決済ができない

どのような施設やサービスがあるかわからない（情報がない）

まちなかに座れる場所が少ない

まちなかにフリーWi-fiが少ない

その他

0％ 20％ 40％ 60％

4.0

4.0

2.0

4.0

8.0

10.0

2.0

4.0

4.0

12.0

12.0

30.0

6.0

12.0

12.0

22.0

32.0

28.0

28.0

20.0

34.0

36.0

34.0

28.0

38.0

20.0

74.0

48.0

44.0

38.0

24.0

14.0

12.0

安心・安全

人が親切

歩いて楽しい

魅力的な飲食店がある

買い物に便利

活気がある

楽しいイベントがある

0% 20% 40% 60% 80% 100%

1 2 3 4 5 思う思わない
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[５] これまでの中心市街地活性化に関する取組の検証 

（１）第２期岩国市中心市街地活性化基本計画の概要 

①計画期間 

2020（令和２）年４月から 2025（令和７）年３月まで（５年） 

 

②区域面積 

約 79ha 

 

③基本的な方針及び目標 

基本テーマ  「みんなが考え、みんなで進める、みんなに優しいまちづくり」 

基本方針１ 共通の将来像に向けた多様な主体による「能動的な」まちづくり 

基本方針２ まちなか再生と安定した事業継続による「持続的な」まちづくり 

基本方針３ 多世代・多文化交流と高質な住環境による「快適な」まちづくり 

 

目標 目標指標 
基準値 

(H３０年度) 

目標値 

(R６年度) 

目標１ 

魅力と個性あふれる

持続可能な商業空間

の創出 

小売業・宿泊業・飲食サービス業・生活

関連サービス業・娯楽業の事業所数

（岩国駅周辺商店街通り区域） 

216 店舗 230 店舗 

本通商店街・中通り商店街・中央通り

商店街の空き店舗率 
14.7％ 12.2％ 

目標２ 

多くの人が集まり、

楽しめ、暮らせる快

適な生活空間の創出 

歩行者等通行量※ 

平日 15,361 人/日 15,900 人/日 

休日 13,823 人/日 13,700 人/日 

居住人口 4,658 人 4,719 人 

※毎年、平日・休日各１日（午前１０時～午後７時）に、中心市街地内１４箇所１５地点で歩行者と自

転車の通行量を調査 
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（２）事業等の進捗状況 

第２期計画掲載事業：２８事業（うち完了 7 事業、実施中２１事業） 

 

第２期計画で位置付けた２８事業については、ハード事業が１０事業、ソフト事業が１８事業となって

います。 

ハード事業については、７事業が完了、３事業が実施中であり、岩国駅前南地区第一種市街地再開

発事業及び同事業で予定されている再開発ビル内に整備予定のにぎわい創出施設整備事業について

は、計画期間後の完了を予定しています。ソフト事業については継続実施中となっています。 

 

■第２期計画掲載事業の進捗状況 

区分 事業数 
実施数 

完了 実施中 

市街地の整備改善のための事業 6 4 2 

都市福利施設を整備する事業 4 3 1 

まちなか居住を推進する事業 2 1 1 

経済活力を向上させる事業 17 0 17 

これまでの事業と一体的に推進する事業 2 0 2 

※重複する事業があるため、各区分の事業数の合計と全事業数は一致しません。 

 

【市街地の整備改善のための事業】 

事業名 事業内容 実施主体 進捗 

岩国駅東口元町地区優

良建築物等整備事業 

岩国駅に隣接するという立地を生かし低層部に交

流施設、中高層部には共同住宅を整備することに

より、にぎわいの創出及びまちなか居住を促進す

る。 

㈱いきいき東 完了 

街区公園リニューアル

事業 

老朽化した遊具などを更新し、安心・安全な公園を

整備することにより、子育て世代から高齢者まで幅

広い住民の公園利用の促進をし、地域コミュニティ

を創出する。 

岩国市 完了 

交通安全対策事業 

自転車通行帯の設置や交差点のカラー化など安全

対策に配慮した整備をすることにより、歩行者が安

全で、安心して回遊できる環境を創出する。 

岩国市 実施中 

防犯設備整備事業 

不特定多数の者が往来する道路、駅前広場等の公

共の場所に防犯カメラを設置することにより、犯罪

の予防に繋げ、安心して街を訪れ、街に暮らせる環

境を創出する。 

岩国市 完了 

岩国駅周辺雨水浸水対

策事業 

雨水を一時的に貯める調整池を設置することによ

り、ゲリラ豪雨等による浸水被害を軽減し、安心し

て街を訪れ、街に暮らせる環境を創出する。 

岩国市 完了 

岩国駅前南地区第一種

市街地再開発事業 

岩国駅前南地区において、商業・業務施設や公益施

設、共同住宅など街全体の集客力を高める拠点施

設を整備することにより、にぎわいの創出及びまち

なか居住を促進する。 

岩国駅前南地区

市街地再開発 

準備組合 

実施中 
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【都市福利施設を整備する事業】 

事業名 事業内容 実施主体 進捗 

東小・中学校校舎建設

事業 

老朽化した小中学校を教育効果の著しい効果が示

されている施設一体型の校舎に改築することによ

り、安心・安全に資することによる利用促進とコミ

ュニティスクールとして地域コミュニティを創出す

る。 

岩国市 完了 

東放課後児童教室施設

整備事業 

東小・中学校校舎に併設して、働く家庭にとって不

可欠な放課後児童教室を整備することにより、地

域の住民が安心して暮らせる環境と地域コミュニテ

ィを創出する。 

岩国市 完了 

(仮称)英語交流のまち

推進センター整備事業 

加速する国際化に地域全体で対応する国際交流拠

点を整備することにより、リカレント教育の推進と

外国人とのコミュニティを創出する。 

岩国市 完了 

岩国駅周辺にぎわい創

出施設整備事業 

岩国駅前南地区第一種市街地再開発事業予定地

に、図書館機能を核としたにぎわい創出拠点施設

を整備することにより、交流やにぎわいの創出を図

る。 

岩国市 実施中 

 

 

 

 

 

 

 

岩国駅東口元町地区優良建築物等整備事業  街区公園リニューアル事業 

 

 

 

 

 

 

 

東小・中学校校舎建設事業・東放課後児童教室施設整備事業 
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【まちなか居住を推進する事業】 

事業名 事業内容 実施主体 進捗 

岩国駅東口元町地区優

良建築物等整備事業

(再掲) 

岩国駅に隣接するという立地を生かし低層部に交

流施設、中高層部には共同住宅を整備することに

より、にぎわいの創出及びまちなか居住を促進す

る。 

㈱いきいき東 完了 

岩国駅前南地区第一種

市街地再開発事業(再

掲) 

岩国駅前南地区において、商業・業務施設や公益施

設、共同住宅など街全体の集客力を高める拠点施

設を整備することにより、にぎわいの創出及びまち

なか居住を促進する。 

岩国駅前南地区

市街地再開発準

備組合 

実施中 

 

【経済活力を向上させる事業】 

事業名 事業内容 実施主体 進捗 

空き店舗活用助成事業

（家賃補助・店舗改修） 

中心市街地に存する空き店舗を活用して事業を行

う者に対して助成措置を講ずることにより、空き店

舗の解消を図り、魅力と個性あふれる持続可能な

商業空間を創出する。 

岩国市 実施中 

まちなか店舗魅力向上

助成事業 

中心市街地内にある店舗の魅力を向上させるた

め、店舗を改装する費用の一部を助成することに

より、魅力と個性あふれる持続可能な商業空間を

創出する。 

岩国市 実施中 

まちなかリノベーション

助成事業 

中心市街地内にある遊休不動産を活用して、地域

の実情やニーズに応じた店舗・施設に改築する費用

の一部を助成し、遊休不動産の有効活用を促進す

ることにより、魅力と個性あふれる持続可能な商業

空間を創出する。 

岩国市 実施中 

まちなか商業施設等建

築促進助成事業 

中心市街地内にある空き地や老朽化建築物除却後

の土地を活用して、地域の実情やニーズに応じた新

たな店舗・施設の建設を促進することにより、魅力

と個性あふれる持続可能な商業空間を創出する。 

岩国市 実施中 

まちなか出店サポート

センター運営事業 

中心市街地に出店を希望する者に対して、一元的

なサポートをすることにより、共通認識を持った魅

力と個性あふれる持続可能な商業空間を創出す

る。 

㈱街づくり岩国 実施中 

まちなか創業支援事業 

創業を目指す者、創業して間もない者に対してセミ

ナーなどを開催し、ノウハウの習得や経営の安定を

支援することにより、魅力的な店舗の増加と持続を

促進する。 

㈱街づくり岩国 実施中 

空き店舗情報発信事業 

空き店舗情報を一元的に管理できるよう情報を集

約し、創業希望者に発信することにより、創業者の

利便性を向上させる。 
㈱街づくり岩国 実施中 

まちなか情報発信事業 
中心市街地内にある店舗、イベント情報を発信する

ことにより、来街者の増加と回遊を促進する。 
㈱街づくり岩国 実施中 

まちづくりアドバイザー

活用事業 

まちづくりや都市計画などの専門的な知見を有す

る者を招聘し、共通認識を持った「地域参加型まち

づくり」を推進し、中心市街地の活性化とにぎわい

を創出する。 

㈱街づくり岩国 実施中 
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まちなか経営技術強化

支援事業 

経営などの専門的な知見を有する者を招聘し、営

業している店舗を訪問させ、相談を受けるといった

能動的な経営支援を行うことにより、安定した事業

継続を促進する。 

岩国商工会議所 実施中 

しごと支援型地域活性

化事業 

しごと創業支援施設（創業支援、コワーキング、シェ

アオフィス）を整備し、創業者の課題に応じた支援

を実施することにより、新しい「しごと」と「雇用」を

創出する。 

岩国市 実施中 

岩国祭運営事業 

明るく豊かで住みよい郷土づくりと、地域社会の発

展及び市民相互間の融和を図るイベントを開催す

ることにより、活性化とにぎわいを創出する。 
岩国祭協賛会 実施中 

まちなかイベント・セミ

ナー推進事業 

魅力あるイベントや多種多様なセミナーを開催する

ことにより、交流人口の増加やにぎわいを創出す

る。 

岩国市 

㈱街づくり岩国 

民間事業者 

実施中 

まちなか空間魅力向上

事業 

安らぎと潤いを生み出し歩いて楽しい魅力ある空

間を形成することにより、来街者の回遊を促進す

る。 

岩国市 

㈱街づくり岩国 

民間事業者 

実施中 

まちなか共通駐車サー

ビス券事業 

中心市街地内にある駐車場の駐車システム共通化

によって、来街者の利便性を向上させる。 
㈱街づくり岩国 実施中 

まちなか安心安全パト

ロール事業 

防犯ボランティア団体によるパトロールを実施する

ことにより、犯罪を抑止し、安心して街を訪れ、街に

暮らせる環境を創出する。 
防犯ボランティア 実施中 

岩国駅前南地区第一種

市街地再開発事業(再

掲) 

岩国駅前南地区において、商業・業務施設や公益施

設、共同住宅など街全体の集客力を高める拠点施

設を整備することにより、にぎわいの創出及びまち

なか居住を促進する。 

岩国駅前南地区

市街地再開発準

備組合 

実施中 

 

 

 

 

 

 

 

 

いわくにワークスペース Class Labo   岩国しごと交流・創業スペース Class Biz. 

 

【これまでの事業と一体的に推進する事業】 

事業名 事業内容 実施主体 進捗 

モビリティ・マネジメント

事業 

過度のマイカー利用の抑制と公共交通の利用促進

を目的とした啓発活動等を行うことにより、中心市

街地への来街を促進する。 
岩国市 実施中 

市民活動団体支援事業 

市民活動団体が行う中心市街地の課題やニーズに

対応した公益的な活動への支援を通じて中心市街

地のにぎわいを創出する。 
岩国市 実施中 
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■完了事業実施箇所 

区分 事業名 凡例 

市街地の整備改善のための事業 岩国駅東口元町地区優良建築物等整備事業 ❶ 

街区公園リニューアル事業 ❷ 

防犯設備整備事業 ● 

岩国駅周辺雨水浸水対策事業 ■ 

都市福利施設を整備する事業 東小・中学校校舎建設事業 ❸ 

東放課後児童教室施設整備事業 ❸ 

(仮称)英語交流のまち推進センター整備事業 ❶ 

まちなか居住を推進する事業 岩国駅東口元町地区優良建築物等整備事業(再掲) ❶ 
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（３）目標の達成状況 

 

目標指標１ 
小売業・宿泊業・飲食サービス業・生活関連サービス業・娯楽業の事業所数 

（岩国駅周辺商店街通り区域） 

 

岩国駅周辺商店街通り区域（約１３ha）における「にぎわいを創出する業種」（小売業、飲食サービ

ス・宿泊業、生活関連サービス・娯楽業）の事業所数は、2020（令和２）年度に新型コロナウイルス感

染症の影響によりやや減少したものの、2021（令和３）年以降は回復傾向にあります。 

創業者等が活用する「まちなか再生事業」（空き店舗活用助成事業、まちなか店舗魅力向上助成事

業、まちなかリノベーション助成事業、まちなか商業施設等建築促進助成事業の総称）の申請件数は

年々増加しており、事業所数は、目標達成には至らないものの、基準値まで回復してきています。 

 

 

出典：商店街現況調査（岩国市） 

 

【まちなか再生事業申請件数】 
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目標指標２ 本通商店街・中通り商店街・中央通り商店街の空き店舗率 

 

本通商店街・中通り商店街・中央通り商店街の空き店舗率は、2020（令和２）年度以降、新型コロ

ナウイルス感染症の影響を受け増加し、現在は横ばい傾向にあります。 

目標達成には至らないものの、空き店舗活用助成事業に継続的に取り組み、商店街へは年平均９

件の新規出店が行われています。 

 

 

出典：商店街現況調査（岩国市） 
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目標指標３ 歩行者等通行量（平日・休日） 

 

歩行者等通行量は、2019（令和元）年度以降、新型コロナウイルス感染症の影響を受け大きく減

少しました。その後、2022（令和４）年度からは開催を見合わせていたイベントの再開や、経済活動

の正常化により、徐々に回復傾向にあります。 

 

 

※調査地点は P.2６参照 

出典：歩行者等通行量調査（岩国市） 
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目標指標４ 居住人口 

 

中心市街地の人口は、まちなかの利便性から共同住宅の建設が相次いだことにより、市全体の人

口が減少傾向にある中でも人口を保ってきました。 

最新値（2023（令和５）年度）は前年度に比べ減少していますが、令和６年度には新たな共同住宅

が完成し、新規住戸が増加することから、目標達成可能と見込まれます。 

 

 

出典：住民基本台帳（基準日：１月１日） 
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（４）第２期計画の評価 

第２期計画では、基本方針に基づき、２つの目標を設定し、官民の連携により各事業に取り組んでき

ました。 

 

目標１「魅力と個性あふれる持続可能な商業空間の創出」については、第１期計画に引き続き空き店

舗対策や創業支援、経営の持続化支援等に取り組み、まちなか再生事業の申請件数は増加傾向にあり

ます。また、まちなかでの創業支援やコワーキング、シェアオフィスの整備に取り組み、2021（令和３）

年２月に岩国しごと交流・創業スペース Class Biz.が、2022（令和４）年４月にいわくにワークスペー

ス Class Labo がオープンしました。 

目標指標「小売業・宿泊業・飲食サービス業・生活関連サービス業・娯楽業の事業所数（岩国駅周辺商

店街通り区域）」及び「本通商店街・中通り商店街・中央通り商店街の空き店舗率」の達成状況について

は、新型コロナウイルス感染症の影響を大きく受けており、事業所数、空き店舗率ともに目標値の達成

には至っていません。現在は経済的な低迷からの回復過程にあり、事業所数の指標も回復が見られる

ことから、今後も空き店舗対策や創業支援等の継続的な取組に併せて、にぎわいを創出する業種の充

実や店舗経営の持続化など効果的な取組が求められます。 

 

目標２「多くの人が集まり、楽しめ、暮らせる快適な生活空間の創出」については、主な事業である岩

国駅東口元町地区優良建築物等整備事業が２０２２（令和４）年３月に完了し、住宅４１戸が供給されま

した。１階には体験型英語交流センター（PLAT ABC）がオープンし、英語の学びや国際交流の拠点施

設として各種イベントを開催しています。2020(令和２)年９月には東小・中学校校舎建設事業が完了

し、施設一体型の小中一貫教育が行われています。 

まちづくり活動については、「岩国くらす」に関するワークショップやまちなかピクニックを開催した

他、新たなまちづくりの担い手である「岩国くらす隊未来係」主催によるまちの未来を考える講演会等

のイベント・セミナーの開催等に取り組んできました。また、市街地再開発事業で予定されている再開

発ビル内に整備予定の「にぎわい創出施設」について、市民と一緒に新しい施設像を探っていくため

の市民ワークショップや商店街との意見交換会を開催し、得られたアイデアや意見をにぎわい創出施

設整備実施計画に反映しました。併せて、麻里布小学校において、「いわくにまちづくりプロジェクト」

をテーマにした授業も実施し、未来を担う子どもたちが本施設について考えるきっかけづくりを行い

ました。 

目標指標「歩行者等通行量（平日・休日）」の達成状況については、目標１同様に新型コロナウイルス

感染症の影響を受け、歩行者等通行量は落ち込みが激しく、数値は回復傾向にあるものの、目標値の

達成には至っていないことから、引き続き取組が必要な状況にあります。目標指標「居住人口」につい

ては概ね達成見込みであり、今後は、再開発事業や民間事業者による住宅供給等の動きを踏まえ、新

たな居住者の増加を中心市街地全体のにぎわいの創出につなげていく必要があります。 
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[６] 中心市街地活性化の課題 

（１）中心市街地の特性と問題点 

まちの現況やこれまでの中心市街地活性化の取組、地域住民のニーズ等を踏まえ、中心市街地の特

性と活性化に当たっての問題点を整理します。 

 

エ
リ
ア
の
特
性 

都市機能・

交通 

○公共交通の結節点となるＪＲ岩国駅を中心として、高次都市機能が集積し、

商業・業務、居住、交通等の面で利便性の高いエリアを形成 

人口 

○共同住宅の建設による転入者の増加等により、市全体が人口減少傾向にあ

る中でも人口規模を維持し、年代構成についても生産年齢人口の割合が高

く、高齢化の進行も緩やか 

都市計画・

土地利用 

○都市計画では地区のほとんどが商業地域に指定されているが、ＪＲ岩国駅の

西側は商業施設・業務施設が集積し、東側は小・中学校が立地し、住宅が多

く立地する 

ゾ ー ン 別

特性 

○東西の駅前広場や３商店街、市役所本庁舎や岩国市民文化会館周辺など、

地区内でもゾーン毎に特性が異なる。西口では、市街地再開発事業が進行

中 

○地区の南方に米軍岩国基地が位置し、外国人居住者が多い。ＪＲ岩国駅東口

には英語交流センター（PLAT ABC）が整備され、国際交流の場となってい

る 

 

に
ぎ
わ
い
の
状
況 

事 業 所 の

状況 

○中心市街地全体の事業所数・従業員数が減少 

○岩国駅周辺商店街通り区域においては、小売業が減少傾向、飲食サービス・

宿泊業が増加傾向 

○商店街の空き店舗率は、新型コロナウイルス感染症の影響を受けて増加し、

以降は横ばい傾向。出店可能な物件自体も減少傾向 

○岩国駅周辺商店街通り区域には老朽化が進んだ建物が多く、特に木造建築

物は耐用年数を大幅に超えたものが多い。中心市街地内事業者へのアンケ

ートでは、事業を続けていく上での困り事や心配事として、約４割が「建物・

店舗の老朽化」と回答 

来街状況 

○市民向けアンケートによると、約２割が週２、３回以上訪れており、約２割は

ほとんど訪れないと回答。主な来街目的は「買い物、外食など」、主な移動手

段は「自家用車」と回答 

○歩行者等通行量は、新型コロナウイルス感染症の影響を受け大きく減少し

たが、その後回復傾向 
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に
ぎ
わ
い
の
状
況 

市民意向 

○市民満足度調査によると、中心市街地の活性化に関する施策の満足度が低

い 

○市民向けアンケートによると、岩国駅前南地区第一種市街地再開発事業予

定地の「にぎわい創出施設」には、「音楽や映像の鑑賞ができる」「軽飲食をし

ながら読書ができる」等、滞在できる居場所としての機能やサービスが期待

されている 

○中心市街地内事業者へのアンケートでは、事業を行う環境としての満足度が

低く、「人通りが少ない」「周辺に空き店舗が多い」ことが主な理由となって

いる 

○外国人来街者へのアンケートによると、“楽しいイベントがある”イメージを

持たれていない 

 

ま
ち
づ
く
り
活
動
の
状
況 

 ○岩国くらすに関するワークショップやまちなかピクニック、岩国くらす隊未

来係主催によるイベント・セミナーの開催等のまちづくり活動を展開 

〇岩国駅周辺の清掃活動や中通り商店街の「軽トラ新鮮組！」、東地区の「えび

す祭」などの、事業関係者によるにぎわい活動への取組 

○岩国駅前南地区第一種市街地再開発事業予定地の「にぎわい創出施設」に

ついて、市民ワークショップや商店街との意見交換会を開催し、得られたア

イデアや意見をにぎわい創出施設整備実施計画に反映 

○中心市街地内事業者へのアンケートでは、約６割がまちづくり活動への参加

意向があると回答。関心のある活動としては「商店街や駅前広場、公園等で

のイベント」の回答が多い 
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（２）中心市街地活性化の課題 

中心市街地の特性と問題点を踏まえ、第３期計画における中心市街地活性化に当たっての課題を

整理します。 

 

■中心市街地は、一定の来街環境や居住環境は整っているものの、来街目的となる魅力がまだまだ

欠けていることから、集客につながる魅力の向上を図り、さらには魅力の認知を発信していく必要

があります。 
 

課題① エリアの特色を活かした魅力づくりと発信の強化 

○中心市街地を構成する駅前空間や商店街、公共施設周辺などのゾーン毎の特性や、外国人が多く

訪れる国際色豊かな環境等を活かして、来街目的となる集客スポットの創出やまちなかで過ごせ

る場の充実、さらなる居住環境の向上に資する施設の整備等を図り、中心市街地全体の魅力を

高める取組が必要です。 

○中心市街地の魅力を伝えるための情報の一元化や、魅力的な情報発信にも取り組む必要があり

ます。 

 

■集客につながる魅力の向上に合わせて、来街時の滞在時間の延長や回遊性の向上につながる取組

を展開し、通行量の増加や事業環境を高め、中心市街地の活力を高めていく必要があります。 
 

課題② にぎわい・交流活動等の展開による滞在性・回遊性の向上 

○中心市街地を利用する人々がまちを行き交い、まちなかで過ごす時間を増やすため、各ゾーンに

おいて、飲食業・娯楽業・集える場所などの滞在型施設や公共空間などの滞在環境の充実、イベン

トの魅力向上等を図り、にぎわいや交流活動の場や機会を増やすことで、滞在性や回遊性を高め

る取組が必要です。 

○これまでの計画事業により整備してきた駅前広場の活用や創業支援・ワークスペース・英語交流

センター（PLAT ABC）等の施設との連携を図りながら、複数の利用目的を持って中心市街地を

利用したり、まちを歩いて巡る際に立ち寄る場所を増やすなど、中心市街地全体の回遊性を高め

る取組が必要です。 

 

■第１期、第２期計画期間を通して実施してきた地域事業者や住民等の連携による取組については、

更に活動の輪を広げ、新たな取組へと活動を発展させていく必要があります。 
 

課題③ 担い手の育成や参画機会の確保と連携体制の構築 

○まちなかにおけるにぎわい創出に向けたイベントの実施や交流促進、滞在環境の向上や国際交流

の推進などについて、多様な主体の参画や活躍機会を増やし、各活動組織や地域事業者が企画・

実行の主体を担えるよう人材育成支援などに取り組むことで、中心市街地活性化の課題に対応

していく必要があります。 

○商店街組織同士の連携や岩国駅東西エリアの連携促進など、エリア一体となった継続的な取組が

必要です。 
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[７] 中心市街地活性化の方針（基本的方向性） 

（１）第３期計画の基本テーマ 

これまでの取組成果を活かしながら、中心市街地の活性化に向けた現在の課題に対応していくため

の基本的な方向性を設定します。 

第２期計画においては、基本テーマに「みんなが考え、みんなで進める、みんなに優しいまちづくり」

を掲げ、共通のビジョンに向けた活動や相互連携によるまちづくりを推進してきました。 

第３期計画においては、第２期計画で掲げたまちづくりの基本的な姿勢を引き継ぎ、定着させてい

くとともに、中心市街地内の事業者や居住者を中心とした、市民・事業者・行政などの多様な主体によ

る能動的・持続的なまちづくりを通して、来街者や居住者、事業者に選ばれる、何度も訪れたくなるま

ち、居心地の良いまちを目指します。 

 

基本テーマ： 

「みんなで創り、彩る まちなかのにぎわい・暮らし・交流」 
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（２）中心市街地活性化に向けた基本方針 

基本方針① 来街・滞在・交流の楽しみを拡げるまちづくり 【魅力の強化】 

○空き店舗の再生や出店・創業支援、経営支援等の取組を継続し、市民や駅周辺利用者の購買・飲

食・娯楽ニーズを満たすなど、まちなかへの来街機会の増加や活力の創出に取り組みます。 

○老朽化が進んだ建物については、安全面、活用面などから対応方策について検討し、適切な改善

を図ることで利活用を促進します。 

○駅前広場やアーケードなどの広場や街路空間を活用し、居心地の良い場所づくりや歩きやすい空

間づくり、イベントへの活用等に取り組むことで、にぎわいを増幅し、回遊性の向上を図ります。 

 

基本方針② 駅前市街地の拠点性を高めるまちづくり 【拠点性の向上】 

○岩国駅前南地区第一種市街地再開発事業を核として、誰もがアクセスしやすい駅前の交通利便性

を活かした新たな拠点整備により、商業、業務、文化、情報、交流等の高次都市機能の集積を強化

し、駅前市街地としての拠点性や集客力を高めます。 

○まちなかに人々が集い、活動し、くつろげる、図書館機能を核とした学びや交流等の複合的な機

能を持つ「にぎわい創出施設」の整備により、新たな交流拠点づくりに取り組みます。 

○多様な都市機能が集積する利便性の高さを活かし、住宅ストックの供給や、子育て世代・高齢者

などの多世代が暮らしやすいまちづくりを進め、まちなかへの居住の誘導を図ります。 

 

基本方針③ 多彩なつながりをつくり・活かして取り組むまちづくり 

【関係主体の連携強化】 【魅力・イメージの向上】 

○地域事業者や住民等、多様な主体の参画機会を増やし、さらに主体間の交流や連携を促進するこ

とで、まちの新たな魅力や価値の創出を図ります。 

○訪れる場・暮らしの場・国際交流の場としての魅力を高め、情報発信のマネジメントやＰＲの強化

を通じて周知していくことで、エリアの魅力やイメージの向上を図ります。 


